
富山県は2019年度のＳＤＧｓ未来都市に選定されました！

将来ビジョン
『環日本海地域をリードする「環境・エネルギー先端県とやま」』

①世界に誇れる雄大な「立山黒部」や「世界で最も美しい富山湾」など美しい山と海を有し、
豊かな水の恵みを活かして持続的な経済発展を実現する県

②「富山物質循環フレームワーク」の実現に向けた「とやまモデル」が確立した県

2030年のあるべき姿の実現に向けた優先的なゴール、ターゲット

○世界に認められた美しい景観を保全し、

「立山黒部」や「世界で最も美しい富山湾」

のブランドを活かした観光振興

○水産資源を持続的に活用する資源管理型

漁業の推進と「富山のさかな」のブランド化

の推進

○小水力発電等の再生可能エネルギーの導入

や水素など新たなエネルギーの利活用、

持続的な成長に必要なエネルギー需給の安定

経済界、ＮＰＯ、自治体など多様なステークホルダーが参画する「富山県ＳＤＧｓ推進連絡協議会（仮称）」
を新たに設置し、本県のＳＤＧｓの取組みを一層推進

○県民のエコライフの実践に向けた環境教育

や環境に配慮した事業活動の拡大による

循環型社会・低炭素社会づくりの推進

○｢富山物質循環フレームワーク｣の実現に

向けた｢とやまモデル｣の確立

○環日本海・アジア地域の資源効率性、

３Ｒの推進に向けた国際貢献

○「立山黒部」をはじめとする雄大で美しく

豊かな自然環境や生態系を将来の世代

に引き継いでいくための保全活動

○地球規模での環境問題の解決に向けて

環日本海・アジア地域における環境保全の

取組みを推進

○清らかな水資源の保全と活用

○県民参加による水と緑の森づくり

推 進 体 制

環日本海地域をリードする「環境エネルギー先端県とやま」として、ＳＤＧｓ達成の観点を取り入れた各種施策を通じ、持続可能な県づくりを進めます

自治体ＳＤＧｓの推進に資する取組み

「環境」
Environment

「経済」
Economics

「社会」
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＜立山黒部をはじめとする雄大で美しく

豊かな自然環境の保全＞

ライチョウ保護柵の設置や生息・生態調査など

ライチョウ保護活動の支援 等

＜「立山黒部」の世界ブランド化＞

自然環境の保全による「立山黒部」の観光魅力の向上と

黒部ルートの旅行商品化等による観光振興の両立 等

＜国際的ブランド「世界で最も美しい富山湾」の活用＞

「世界で最も美しい湾クラブ」に加盟している富山湾

の魅力をPRするイベントの開催 等

＜水産業の振興と富山湾のさかなのブランド力向上＞

「富山のさかな・水産加工品」のブランド力向上

と販路拡大 等

＜再生可能エネルギーの導入、

新たなエネルギーの利用に向けた開発の促進＞

農業用水を利用した小水力発電施設の整備や

導入支援、水素ステーションの県内整備 等

＜循環型社会・低炭素社会づくりの推進＞

レジ袋の削減を目指してコンビニで使用する

小型マイバッグの配布やマイバッグ使用等を

呼びかける普及啓発、レジ袋無料配布廃止、

「とやまエコ・ストア制度」の普及拡大 等

＜「富山物質循環フレームワーク」の

実現に向けた「とやまモデル」の確立＞

「とやま食ロスゼロ作戦」の着実な実行による

食品ロス等を削減する県民運動の展開、

食品ロス削減のための商慣習見直しの推進 等

＜環日本海地域の環境保全への国際貢献＞

国連機関や北東アジア地域の

自治体等と連携した

国際環境協力の推進 等

＜清らかな水資源の保全と活用＞

漂着物の削減に向けた上流から下流まで

県民総ぐるみで取り組む河川等の

清掃活動の実施 等

＜水と緑の森づくり＞

スギ伐採跡地への優良無花粉スギ

｢立山 森の輝き｣の植栽推進など

県民参加の森づくりの推進

落差を有する農業用水路

「富山のさかな」おもてなしフェア

美しい富山湾

室堂平から見た立山連峰

各国での漂着物調査

店頭でのﾏｲﾊﾞｯｸﾞ持参呼びかけ

海岸清掃美化活動

県内で捨てられた手付かず食品

伐採跡地に植栽された
優良無花粉スギ「立山森の輝き」
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